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▽評価方法 

当会のアクションプログラムを構成する５つの「戦略」８つの「施策」１６の「事業」

について、「商工会創生プランに係る戦略・施策・事業評価の実施要領」に基づき評価を実

施しました。 

商工会事業に“会員の声を反映させる”ことを目的に外部委員も交えた評価委員会で検

証し、Ａ判定の割合が高まるなど「概ね順調に推移している」との判定となりました。 

 

 

▽評価結果     〔注釈〕評価判定…Ａ：順調、Ｂ：概ね順調、Ｃ：改善が必要 

 戦略評価  

５つの戦略のうち、Ａ判定３戦略（60.0％）、Ｂ判定２戦略（40.0％）、Ｃ判定０戦略（0.0％） 

戦略１ 育て・挑戦を支える商工会    Ｂ→Ｂ評価 

戦略２ プロ集団の商工会     Ｂ→Ａ評価 

戦略３ 事業者が主役の商工会    Ｂ→Ａ評価 

戦略４ 機動的・効率的な商工会    Ａ→Ａ評価 

戦略５ 環境変化に強い商工会    Ｂ→Ｂ評価 
 

 施策評価  

８つの施策のうち、Ａ判定６施策（75.0％）、Ｂ判定２施策（25.0％）、Ｃ判定０施策（0.0％） 

施策１ 個社支援強化のための支援体制づくり  Ａ→Ａ評価 

施策２ 地域の強みを最大限に活かしたビジネスチャンスの拡大 Ｂ→Ｂ評価 

施策３ 実効性の高い会員加入促進運動の実施  Ｂ→Ａ評価 

施策４ 優れた個社支援を実施するための職員の資質向上 Ｂ→Ａ評価 

施策５ 商工会事業に会員の声を反映   Ａ→Ａ評価 

施策６ 青年部・女性部事業の見直し   Ｂ→Ａ評価 

施策７ 広域連携による効率性の高い事業の構築  Ａ→Ａ評価 

施策８ 商工会館の早期移転    Ｂ→Ｂ評価  

 事業評価  

１６の事業のうち、Ａ判定１４事業（87.5％）、Ｂ判定２事業（12.5％）、Ｃ判定０事業（0.0％） 

【総括コメント】 

○ 課題抽出調査を起点とした支援業務フローが確立された。 

○ 持続化補助金申請件数では県下でも高い支援実績となった。 

○ 農業関連会員の加入が増加している。 

○ コロナ禍にあって、会員数が純増傾向にある。 

○ 青年部・女性部は、コロナ禍でもできる範囲の活動を模索し取組んだ。 

○ 複数回の会館修繕、及び雄和支所の解体を終えることができた。 
 

▽評価結果の活用 

評価結果は、今後の商工会運営における検証材料として活用するほか、次年度事業計画へ
反映し、目的達成に向けて経営発達支援計画との両輪により推進してまいります。 
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１ 評価の実施 
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